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は
じ
め
に 

 
 

２
０
２
０
年
１
月
５
日
、
日
本
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
陽
性
者
が
出
て
か
ら
、
２
０
２
１
年
９
月
30
日
の

非
常
事
態
宣
言
、
蔓
延
防
止
指
定
解
除
ま
で
、
１
年
９
ヵ
月
間
、

日
本
の
国
民
は
、
医
療
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
入
り
、
急
激
に
減
少
し
た
コ
ロ
ナ

感
染
者
数
は
11
月
１
日
現
在
９
人
と
一
桁
台
ま
で
減
っ
て
き
ま

し
た
が
８
日
に
は
18
人
と
倍
化
し
て
き
ま
し
た
。
専
門
家
は

「
減
少
し
て
き
た
が
、
第
６
波
に
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
警
戒

感
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
減
少
し

て
き
た
の
か
、
原
因
と
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 ま

た
今
な
お
、
陰
性
に
転
化
し
な
が
ら
も
半
年
、
１
年
と
後 

        

遺
症
に
苦
し
む
患
者
、
さ
ら
に
は
、
中
等
、
軽
症
な
ど
の
自
宅
療

養
を
強
い
ら
れ
る
「
自
宅
放
置
」
患
者
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
ぜ
、
病
院
な
ど
医
療
機
関
は
、
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
が
「
医
療
崩
壊
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
た
日
本
の
医
療
提
供
体
制
の

問
題
点
と
は
何
か
。
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

実
際
の
「
医
療
崩
壊
の
真
実
」
を
探
り
当
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 
 

 
病
院
外
で
亡
く
な
る
人
の
多
さ 

～
『
コ
ロ
ナ
戦
記
』
か
ら
ま
な
ぶ 

 
 

昨
年
10
月
、
山
岡
淳
一
郎
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
） 
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が
コ
ロ
ナ
と
闘
っ
た
体
験
を
語
っ
て
い
た
の
で
ま
な
び
た
い
。 

「
９
年
に
わ
た
る
安
倍
・
菅
政
権
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
闘
い
に
敗
れ
た
。
政
治
主
導
を
掲
げ
、
官
邸
が
各
省
の
幹

部
人
事
権
を
握
り
、
敵
と
味
方
を
峻
別
す
る
戦
法
は
、
永
田
町
・

霞
が
関
界
隈
を
震
え
上
が
ら
せ
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
通
用
し
な

か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
は
、
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク

も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
点
突
破
に
よ
る
政
権
延
命
策
も
打
ち
破

る
、
と
て
つ
も
な
い
破
壊
力
だ
っ
た
。」
と
振
り
返
っ
た
。
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
を
自
賛
し
つ
つ
も
、「
医
療
体
制
を
な
か
な
か
確
保

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
は
大
き
な
反
省
点
」
と
敗
北
を
認

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

欧
米
に
比
較
し
、
感
染
者
が
少
な
い
西
太
平
洋
・
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
で
、
１
０
０
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
は
、
中
国
３
・
２
人
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
５
・
６
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
10
・
３
人
、

台
湾
35
・
３
人
、
豪
州
５
・
８
人
、
韓
国
47
・
０
人 

…

日
本
は
ど
う
か
。
１
３
６
・
２
人
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
１
２

６
・
１
人
よ
り
も
多
い
（
２
０
２
１
年
９
月
19
日
現
在
）。
な
ぜ
、

日
本
の
度
合
い
が
他
国
に
比
べ
て
多
い
の
か
。 

 

医
療
崩
壊
の
度
合
い
は
、
発
症
し
な
が
ら
医
療
機
関
に
か
か
れ

ず
、
病
院
外
で
亡
く
な
る
変
死
事
案
の
数
に
表
れ
て
い
る
。
２
０

２
０
年
３
月
か
ら
２
０
２
１
年
８
月
ま
で
に
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
自
宅
な
ど
で
症
状
が
悪
化
し
亡
く
な
っ
た
人
は
、
警
察
が
把
握

し
て
い
る
だ
け
で
８
１
７
人
に
の
ぼ
る
。
警
視
庁
の
ま
と
め
で
は
、

そ
の
う
ち
２
５
０
人
が
、
第
５
波
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
２
０
２
１
年

８
月
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。 

都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
都
が
１
１
２
人
で
最
多
だ
。
第
３

波
の
１
月
に
は
全
国
で
１
３
２
人
が
自
宅
で
死
亡
し
て
い
た
。
東

京
都
知
事
の
小
池
百
合
子
が
「
無
観
客
と
い
う
歴
史
に
な
い
大
会

を
や
り
と
げ
、
世
界
中
の
人
が
観
客
と
な
っ
て
勇
気
と
感
動
を
共

有
で
き
た
」
と
自
慢
し
た
五
輪
の
裏
で
、
こ
れ
だ
け
の
人
が
医
療

に
見
放
さ
れ
て
命
を
落
と
し
て
い
た
の
だ
。 

 

ノンフィクション作家・山岡淳一郎著『コ

ロナ戦記』（岩波書店刊） 
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露
呈
し
た
医
療
構
造
の
脆
弱
さ
、 

医
師
の
絶
対
数
が
足
り
な
い 

 
 

菅
元
首
相
は
、
会
見
で
医
療
体
制
が
崩
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、

「
病
床
や
医
療
関
係
者
の
確
保
に
時
間
が
か
か
る
、
治
療
薬
や
ワ 

                 

ク
チ
ン
の
治
療
・
承
認
が
遅
く
、
海
外
よ
り
も
遅
れ
て
し
ま
う
、

緊
急
時
で
も
厚
労
省
を
始
め
省
庁
間
の
縦
割
り
や
、
国
と
自
治
体

の
壁
が
あ
っ
て
柔
軟
な
対
応
が
難
し
い
」
と
さ
ら
り
と
述
べ
た
。 

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
や
治
験
・
承
認
の
手
続
き
の
遅
さ
、
省
庁

間
の
縦
割
り
、
国
と
地
方
の
壁
は
、
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
そ
う
し
た
構
造
的
問
題
が
露
わ
に
な
っ
た
の
は
、
平
時
は

「
国
民
皆
保
険
」
で
そ
れ
な
り
に
回
っ
て
い
た
医
療
が
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
圧
力
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
危
機
的
状
況
に
し

な
や
か
に
適
応
し
、
復
元
す
る
力
、
つ
ま
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
欠

落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
日
本
の
医
療
は
強
靭
さ
が
た

り
な
い
の
か
。
こ
れ
こ
そ
が
問
題
の
本
源
だ
。 

 

よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
は
先
進
諸
国
の
中
で
も
、
病
床
数

は
断
然
、
多
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
開
発
協
力
機
構
）
の
デ
ー
タ

に
よ
れ
ば
、
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、
日
本
が

13
・
０
床
、
ド
イ
ツ
８
・
０
床
、
フ
ラ
ン
ス
５
・
９
床
、
米
国

２
・
９
床
、
英
国
２
・
５
床
と
大
き
く
差
を
つ
け
て
い
る
。
し
か

し
、
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
医
師
数
を
見
る
と
、
日
本
は

２
・
５
人
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ 

加
盟
35
ヵ
国
中
28
位
。
日
本
と
同
じ
く

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
ド
イ
ツ
４
・
３
人
、
フ
ラ
ン
ス

３
・
４
人
、
英
国
３
・
０
人
に
遠
く
及
ば
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本

の
医
療
は
医
師
の
絶
対
数
が
足
り
ず
、
少
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

た
く
さ
ん
の
病
床
の
患
者
を
診
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
構
造
に

マンパワー不足のうち看護師の実態。 

日本医療労働組合連合会 「2017年 看護職員の労働実態調査」による 
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な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
日
本
の
全
病
院
数
の
約
80
％
を
民
間

病
院
が
占
め
、
国
立
・
公
立
（
自
治
体
）
公
的
（
日
赤
、
済
生
会
、

共
済
組
合
、
厚
生
連
な
ど
）
病
院
は
20
％
弱
（
病
床
数
で
は

30
％
）
に
留
ま
る
。
日
本
の
医
療
の
中
核
を
担
う
の
は
、
民
間

の
中
小
病
院
な
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
公
的
セ
ク
タ
ー

の
病
院
が
全
病
床
の
65
～
85
％
を
占
め
て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
状
況
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
大
流
行
し
、
構
造
的

な
弱
さ
が
表
面
化
し
た
。
厚
労
省
の
「
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
資
料
に
よ
る
と
、
民
間
病
院
の

82
％
は
、
感
染
対
策
や
治
療
技
術
な
ど
の
面
で
コ
ロ
ナ
患
者
の

受
け
入
れ
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
民
間
の
中
小
病
院
は
十
分

な
戦
力
た
り
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
公
立
病
院
の
69
％
、
公
的

病
院
の
79
％
は
患
者
の
受
け
入
れ
が
可
能
だ
。 

第
２
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
３
５
１
施
設
（
感
染
症
病
床

１
７
５
２
床
）
の
９
割
が
公
立
・
公
的
病
院
で
あ
る
。
患
者
は
公

立
・
公
的
病
院
に
集
中
し
た
。
患
者
を
受
け
入
れ
た
９
２
２
病
院

の
７
割
が
公
立
・
公
的
病
院
だ
っ
た
。
そ
の
「
公
」
の
支
え
が
感

染
爆
発
で
限
界
に
達
し
、
周
辺
病
院
や
診
療
所
が
カ
バ
ー
で
き
ず
、

在
宅
死
と
い
う
医
療
崩
壊
現
象
が
起
き
た
の
で
あ
る
。  

 

＊
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た
二
類
感
染
症
（
結
核
、

SARS

、MERS

等
）
の
患
者
に
対
す
る
日
本
の
医
療
機
関
。
知
事
が
認
定
。 

切
ら
れ
る
公
立
・
公
的
病
院 

 
 

「
公
」
の
支
柱
が
細
い
の
は
、
経
済
効
率
を
重
ん
じ
る
新
自

由
主
義
的
な
医
療
「
改
革
」
の
反
動
で
あ
ろ
う
。
２
０
０
１
年
に

発
足
し
た
小
泉
純
一
郎
政
権
は
、「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
し
、

患
者
の
自
己
負
担
額
の
増
額
（
２
割
を
３
割
に
増
）
と
診
療
報
酬

の
大
幅
な
切
り
下
げ
、
療
養
病
床
の
削
減
を
打
ち
出
し
た
。
の
ち

に
小
泉
路
線
は
や
や
修
正
さ
れ
た
が
、「
効
率
化
」
が
医
療
体
制

を
揺
さ
ぶ
っ
た
。
そ
の
象
徴
が
、
２
０
０
８
年
大
阪
都
構
想
（
大

阪
市
廃
止
）
を
唱
え
て
大
阪
府
知
事
の
椅
子
に
座
っ
た
橋
下
徹
の

行
政
改
革
だ
っ
た
。 

 

橋
下
は
「
二
重
行
政
の
廃
止
」「
行
政
の
ス
リ
ム
化
」
を
訴
え

て
、
医
療
・
衛
生
部
門
の
職
員
の
数
を
減
ら
す
。
公
的
病
院
の
大

阪
赤
十
字
病
院
へ
の
補
助
金
年
３
７
６
５
万
円
、
済
生
会
千
里
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
年
３
億
５
０
０
０
万
円
を
削
っ
た
。

橋
下
の
後
を
継
い
だ
松
井
一
郎
、
吉
村
洋
文
も
「
府
市
病
院
の
一

体
経
営
で
、
大
阪
全
体
の
医
療
資
源
を
充
実
さ
せ
る
」
と
称
し
て

病
院
統
合
を
進
め
た
。
三
つ
の
大
阪
市
立
病
院
を
非
公
務
員
型
の

独
立
行
政
法
人
に
移
行
し
、
一
部
を
大
阪
府
立
病
院
機
構
に
統
合

し
た
。 

 

こ
う
し
て
府
の
支
出
を
減
ら
さ
れ
て
府
立
病
院
機
構
は
資
金
難

に
あ
え
ぐ
。
大
阪
の
惨
状
は
、
医
療
の
効
率
化
、
病
院
の
再
編
・

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E4%BA%88%E9%98%B2%E5%8F%8A%E3%81%B3%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E6%82%A3%E8%80%85%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8C%BB%E7%99%82%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E4%BA%88%E9%98%B2%E5%8F%8A%E3%81%B3%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E6%82%A3%E8%80%85%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8C%BB%E7%99%82%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E4%BA%88%E9%98%B2%E5%8F%8A%E3%81%B3%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E6%82%A3%E8%80%85%E3%81%AB%E5%AF%BE%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8C%BB%E7%99%82%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%B3%95%E5%BE%8B#%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87%E3%81%AE%E5%88%86%E9%A1%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%90%E6%A0%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8D%E7%97%87%E6%80%A5%E6%80%A7%E5%91%BC%E5%90%B8%E5%99%A8%E7%97%87%E5%80%99%E7%BE%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%9D%B1%E5%91%BC%E5%90%B8%E5%99%A8%E7%97%87%E5%80%99%E7%BE%A4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
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統
廃
合
と
背
中
合
わ
せ
な
こ
と
が
分
か
る
。
東
京
都
は
ど
う
か
。

再
編
・
統
合
の
流
れ
は
止
ま
り
そ
う
に
な
い
。
と
い
う
の
は
、
都

立
、
公
立
併
せ
て
14
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化(

以
下
独
法
化)

が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
小
池
都
政
は
、
毎
年
一
般
会
計
か
ら
約

４
０
０
億
円
を
病
院
事
業
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
解
消
し
よ
う
と

独
法
化
を
決
め
た
。
２
０
２
２
年
度
内
を
目
途
に
地
方
独
立
行
政

法
人
を
設
立
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
独
法
化
さ
れ
れ
ば
、
職
員
給 

               

与
の
水
準
は
下
げ
ら
れ
、
非
正
規
職
員
が
増
え
る
こ
と
は
目
に
み

え
て
い
る
。
ま
た
、
個
室
料
金
な
ど
の
患
者
負
担
も
重
く
な
る
だ

ろ
う
。
何
よ
り
も
不
採
算
部
門
の
切
り
捨
て
が
憂
慮
さ
れ
る
。 

 

は
た
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中
、
血
税
４
０
０
億
円
の
使
い
方
と

公
立
病
院
の
存
続
は
十
分
に
検
討
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
公
」

の
重
さ
、
公
立
病
院
の
存
在
価
値
と
は
何
か
。 

 

問
題
は
平
時
に
ど
れ
だ
け
、 

先
を
見
越
し
た
備
え
が
で
き
る
か
だ 

 

 
 

厚
労
省
は
、「
感
染
拡
大
時
に
お
け
る
医
療
」
を
ど
う
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
感
染
症
病
床
や
重
傷
例
を
想
定
し
た

施
設
・
設
備
の
整
備
、
専
門
人
材
の
確
保
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
問
題
は
、
平
時
に
ど
れ
だ

け
、
先
を
見
越
し
た
備
え
が
で
き
る
か
で
は
な
い
か
だ
。 

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。
横
浜
市
立
市
民
病
院

（
６
５
０
床
）
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
陽
性
者
28
人
を
含
む
４
６
３
人
の

感
染
者
を
２
０
２
１
年
２
月
ま
で
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
後
も

感
染
者
患
者
へ
の
対
応
は
緩
め
ず
、
第
５
波
の
ピ
ー
ク
時
は
コ
ロ

ナ
専
用
72
病
床
が
ほ
ぼ
満
杯
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
に
立

ち
向
か
う
公
立
病
院
の
旗
手
で
あ
る
。 

一部では、コロナ対策に距離を置いた、と批判される、公的

病院の筆頭・東京大学附属病院 
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２
０
２
１
年
３
月
ま
で
こ
の
横
浜
市
立
病
院
の
院
長
だ
っ
た

石
原
淳
（
現
平
塚
市
民
病
院
事
業
管
理
者
）
氏
は
次
の
よ
う
に
語

る
。 

 

「
実
は
、
横
浜
市
立
病
院
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
、
２
０
０
３
年
）
や
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
中
東
呼
吸
器
症
候
群
、
２

０
１
２
年
～
）
の
疑
い
が
あ
る
患
者
さ
ん
も
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
ど
ち
ら
も
感
染
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
フ
ル
防

護
服
で
対
応
し
た
ん
で
す
。
以
前
、
米
軍
と
は
感
染
症
患
者
移
送

の
合
同
訓
練
、
横
浜
検
疫
所
と
は
ク
ル
ー
ズ
船
で
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
患
者
が
発
生
し
た
と
想
定
し
て
、
患
者
搬
送
、
受
け
入

れ
、
診
療
ま
で
の
過
程
を
検
証
す
る
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
ケ
ー
ス
も
驚
か
な
か
っ
た
。
う
ち
に
患
者

さ
ん
が
く
る
な
、
と
構
え
て
い
た
。
実
際
に
大
勢
の
患
者
さ
ん
を

診
て
平
時
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
病
院
に

個
室
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
で
、
診
療
や
感
染
制
御
の
質
が
決
ま
る
。

個
室
は
多
い
ほ
ど
い
い
の
で
す
。
米
国
で
は
、
２
０
０
６
年
に
病

院
建
築
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ
、
新
築
の
病
室
は
す
べ
て

個
室
と
さ
れ
ま
し
た
。
二
人
部
屋
も
ダ
メ
で
す
。
国
は
そ
の
あ
た

り
の
基
本
か
ら
見
直
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
て
み
る
と
や
は
り
、
「
公
」
の
現
場
で
実
際
医
療
に
当

た
っ
て
い
る
医
師
が
一
番
知
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

国
立
・
公
立
の
病
院
や
医
療
従
事
者
を
削
減
す
る
な
ん
て
こ
と
は

絶
対
や
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
東
京
都
を
始
め
、
都
市
部
、

地
方
で
活
躍
す
る
「
公
」
の
医
療
機
関
の
存
続
を
現
政
権
に
も
求

め
続
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 （

た
か
は
ら 

と
し
ろ
う
） 

 
 

安心とつながりを重視した横浜市立病院 


